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議会だより 議会だより 

3月議会で決まったこと 

　平成26年度一般会計予算15.5％増　82億円に 

　おもな事業　小中学校パソコン等機器更新など 

町長施政方針の要点 

一般質問　振り込め詐欺などへの対策は 

議会報告会を開く 
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3
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

3
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

・一般簡易無線デジタル受信機購入 5686万円 
　防災行政無線のデジタル化に伴い、戸別受信機を1300台購入する。 

・がん検診を含む各種検診 2941万円 
　検診は、病気の早期発見の有効な手段の1つであるため、検査
種目・対象年齢・費用負担の見直しを図るなど検査を受ける環境
を整え、各種検診の受診率の向上を目指す。 

　3月定例会は、4日から25日までの22日間の会期で開催さ
れました。 
　町提出議案は、平成26年度一般会計及び特別会計予算を
はじめ、25年度補正予算など24議案が提出されました。採
決の結果、職員の給与に関する条例の一部改正など10議案
が賛成多数、他の議案は全会一致で可決しました。 
　議員提出議案7件が提出され、2議案を全員賛成で可決、
他の議案は否決されました。 
　一般質問では、8議員が町政全般にわたり質問をしました。 

おもな事業  平 成 26 年 度 の  おもな事 業  平 成 26 年 度 の  おもな事 業  
継続事業 継続事業 継続事業 

新しくなるデジタル受信機 

各種検診のお知らせ（広報おおぐち5月号折り込みチラシ） 

旧タイプ 

新タイプ 
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・中央公民館耐震補強 6億6637万円 
　老朽化した中央公民館を耐震補強することで、災害時の避難所や後方支援者の受
け入れ施設の機能を持たせる。 

・小中学校パソコン等機器更新 2億4759万円 
　小中学校の授業で使用するパソコン等機器を更新する。 

・民間保育園運営 1億1583万円 
　社会福祉法人「宝光福祉会」に中保育園の運営を移管することで、民間のノウハウ
で保育行政に新たな風を吹き込み、保育の質の向上を図る。 

・道路・橋の長寿命化 8707万円 
　長寿命化計画に基づき予防的に修繕することで、道路・橋の長寿命化を図る。 

・地域自治推進 350万円 
　これからのまちづくりを担うおおむね小学校区を単位とした3つの地域自治組織
が設立したことから、それぞれの地域での課題解決に向けた事業の実施を検討する。 

おもな事業  平 成 26 年 度 の  おもな事 業  平 成 26 年 度 の  平 成 26 年 度 の  
新規事業 新規事業 新規事業 

修繕工事予定の五条橋（大屋敷二丁目地内） 避難所となる中央公民館 

地域の問題を協議中 
（北地域自治組織） 

民営化された中保育園 

南小学校のコンピューター室 南小学校のコンピューター室 
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■ここがポイント！ 
　中央公民館耐震補強工事をはじめ、各施設の修繕や小中学
校パソコン等機器更新などが要因で、昨年度と比較して歳出
が大きく増加しています。それを補うために今まで積み立て
てきた基金、国や県の補助金を計画的に活用しています。 

 
　
歳
入
８２
億
円
の
う
ち
、
町

税
、
繰
入
金
な
ど
の
「
自
主

財
源
」
は
７７
％
で
、
健
全
な

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図

1
） 

 【
町
税
の
状
況
】
 

　
町
税
の
割
合
は
、
全
体
の

６２
％
で
、
収
入
の
柱
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
町
内
企
業
の
業
績
に
回
復

の
兆
し
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
法
人
町
民
税
は
2

億
5
6
0
0
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
、

3
6
5
0
万
円
の
増
額
を
見

込
み
、
全
体
の
約
半
分
以
上

を
占
め
、
安
定
し
た
推
移
で

町
の
財
政
基
盤
を
支
え
て
い

ま
す
。（
表
1
） 

82億円を可決 前年度比15.5％増 82億円を可決 前年度比15.5％増 前年度比15.5％増 
町税は3億4801万円増を見込む 

税　目 

個人町民税 

法人町民税 

固定資産税 

その他 

合　計 

26年度 

12億5900万円 

9億5050万円 

26億1983万円 

2億2790万円 

50億5723万円 

前年度比較 

6500万円 

2億5600万円 

3650万円 

▲949万円 

3億4801万円 

表1　町税予算額 （▲は減額を表す） 

図1　一般会計歳入（項目別） 

町税 
５０億５７２３万円 

６２%

繰入金 
７億２１１３万円 

９%

諸収入等 
３億４２０５万円 

４%

分担金及び負担金等 
１億６５９８万円 

２%

国庫支出金 
７億９７２３万円 
１０%

各種交付金等 
４億５０５０万円 

５% 県支出金 
４億１７３８万円 

５%

地方譲与税等 
２億４８５０万円 

３%

自主財源 
７７%

依存財源 
２３%

初めて迎える当初予算編成のため、こ
れまでの施策の方向性や取り組みを確
認するとともに、私の思いや経験を基に、
施策方針の策定や予算の編成を行いま
した。 
そのうえで、事業の調整と特定財源の

確保に努めた結果、一般会計82億円、8
特別会計約43億円の総額約125億円の
平成26年度当初予算を上程しました。 
本年度は「未来づくり」として、50年
先を見据えた土地利用と道路網の見直し、
地域自治推進と防犯対策、健康づくりな
どによる豊かな暮らしづくりを重点に取
り組んでいきます。 
未来を担ってくれる子どもたちが、「こ
のまちに住んでよかった」と思えるよう
な50年後のまちづくりのために、着実に
施策を進めていきます。 

町長施政方針の要点 

■自 主 財 源　　町が自主的に調達できるお金 
■依 存 財 源　　国や県から交付されるお金 
 
■繰　入　金　　基金や他の会計から入ってく 
　　　　　　　　るお金 
■国庫支出金　　特定事業財源として、国から 
　　　　　　　　交付されるお金 

町
　
　
税
 

歳
　
入（
財
源
） 

町税 
５０億５７２３万円 

６２%

繰入金 
７億２１１３万円 

９%

諸収入等 
３億４２０５万円 

４%

分担金及び負担金等 
１億６５９８万円 

２%

国庫支出金 
７億９７２３万円 
１０%

各種交付金等 
４億５０５０万円 

５% 県支出金 
４億１７３８万円 

５%

地方譲与税等 
２億４８５０万円 

３%

自主財源 
７７%

依存財源 
２３%
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その他 

議会費 

公債費 

消防費 

衛生費 

総務費 

土木費 

教育費 

民生費 

0 2 4 6 8 10 11（万円） 1 3 5 7 9

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、

義
務
的
経
費
の
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
（
借
金
返
済
）

は
、
３３
％
で
す
。
こ
の
比
率

が
低
い
ほ
ど
、
町
独
自
の
施

策
展
開
に
余
力
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
ま
す
。
 

　
投
資
的
経
費
の
普
通
建
設

事
業
に
は
、
道
水
路
な
ど
生

活
基
盤
整
備
や
将
来
に
向
け

た
整
備
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
図
2
）
 

　
町
民
1
人
当
た
り
に
使
わ

れ
る
お
金
で
は
、
消
費
税
増

税
に
伴
い
、
臨
時
措
置
さ
れ

る
臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
が

増
額
さ
れ
る
民
生
費
の
割
合

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
等
機

器
更
新
や
中
央
公
民
館
耐
震

補
強
工
事
に
よ
り
教
育
費
が

前
年
度
か
ら
大
き
く
増
加
し

て
い
ま
す
。（
図
3
）
 

82億円を可決  前年度比15.5％増 82億円を可決  前年度比15.5％増 82億円を可決 
民生費が31％を占める 

平成26年度 

会　計　名 

国民健康保険 

介護保険 

公共下水道 

後期高齢者医療 

土地取得 

農業集落家庭排水 

社本育英 

国際交流 

計 

26年度 

19億7700万円 

10億7949万円 

9億2531万円 

2億2642万円 

4650万円 

2686万円 

903万円 

618万円 

42億9679万円 

前年度比較 

3270万円 

6318万円 

▲2826万円 

2685万円 

4632万円 

415万円 

432万円 

30万円 

1億4956万円 

図2　一般会計歳出（性質別） 図3　町民1人当たりに使われるお金（目的別） 
※人口を22,900人で算出 

■民生費とは、高齢者、障がい者、保育園などに使われるお金 

人件費 
１４億２９１８万円 

１８%

扶助費 
１１億２６２万円 
１３%

公債費 
２億３７９８万円 

２%物件費 
１６億９０２１万円 

２１%

繰出金 
１０億３７６９万円 

１３%

補助費等 
９億９２７１万円 
１２%

積立金等 
１億８８６２万円 

２%

普通建設事業 
１５億２０９９万円 

１９%

義務的経費 
３３%

投資的経費 
１９%

その他の経費 
４８%

■扶 助 費　法令に基づき被扶助者に支出される経費 
　　　　　　（福祉手当、児童手当など） 
■物 件 費　賃金、旅費、委託料、交際費などの消費的 
　　　　　　経費 
■補助費等　各種団体への補助金や交付金など 
■繰 出 金　基金や他の会計に出すお金 

（▲は減額を表す） 

歳
　
出（
使
い
み
ち
） 

一般会計 
予算 

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。 

人件費 
１４億２９１８万円 

１８%

扶助費 
１１億２６２万円 
１３%

公債費 
２億３７９８万円 

２%物件費 
１６億９０２１万円 

２１%

繰出金 
１０億３７６９万円 

１３%

補助費等 
９億９２７１万円 
１２%

積立金等 
１億８８６２万円 

２%

普通建設事業 
１５億２０９９万円 

１９%

義務的経費 
３３%

投資的経費 
１９%

その他の経費 
４８%

一般会計 
予算 

特別会計 
予算 

26年度 

25年度 

おおぐち議会だより　No.198
平成  26年5月1日発行  5



問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

質疑あれこれ
議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会での主な質疑を掲載します。 

質疑あれこれ

テ
ン
ト
な
ど
野
営
の
よ

う
な
施
設
を
使
っ
た
場
合
、

適
用
さ
れ
る
の
か
。
 

 テ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の

は
該
当
し
な
い
。
 

 
条
例
の
別
表
「
そ
の
他

の
施
設
」
と
は
。
 

 町
内
に
な
い
が
、
旅
館

施
設
を
指
す
。
派
遣
職
員
に

宿
泊
が
伴
う
の
で
指
定
す
る
。
 

 
評
価
期
間
は
、
い
つ
か

ら
い
つ
ま
で
か
。
 

 前
年
度
の
1
年
分
と
す

る
。
  

頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な

い
の
で
は
。
 

 成
果
の
出
る
も
の
、
出

な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
複

数
の
目
で
い
ろ
ん
な
視
点
か

ら
慎
重
に
判
断
す
る
。
 

 

会
議
を
公
開
し
て
は
。
 

 会
議
録
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
表
す
る
な
ど
情

報
公
開
に
努
め
て
い
く
が
、

傍
聴
は
考
え
て
い
な
い
。
 

 委
員
１５
人
の
構
成
は
。
 

 保
育
園
の
父
母
の
会
代

表
、
小
学
校
長
代
表
、
小
学

校
の
P
T
A
代
表
、
子
育
て

支
援
団
体
代
表
や
公
募
委
員

2
人
な
ど
総
枠
１５
人
以
内
で

構
成
す
る
。
 

 
保
育
所
運
営
委
員
会
は

規
則
で
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
条
例
に
規
定
す
る
の
か
。
 

 公
立
・
私
立
を
含
め
た

4
園
で
、
保
育
所
の
運
営
を

議
論
で
き
る
よ
う
に
改
正
す

る
。
  

今
回
の
改
正
は
。
 

 前
回
の
改
正
は
、
県
の

認
可
を
受
け
る
た
め
に
一
部

だ
け
改
正
し
た
。
今
回
は
、

条
例
か
ら
規
則
ま
で
の
一
連

を
改
正
す
る
。
 

 

児
童
扶
養
手
当
の
申
請

を
し
て
い
な
い
人
は
い
る
の

か
。
  国

の
基
準
を
満
た
せ
ば

支
給
さ
れ
る
。
申
請
主
義
な

の
で
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

住
民
票
の
確
認
が
で
き
れ
ば

案
内
し
て
い
る
。
 

 D
V
で
逃
避
し
て
い
る

場
合
は
。
 

 裁
判
所
の
保
護
命
令
を

受
け
た
者
は
、
居
住
地
で
申

請
が
で
き
る
。
 

条
例
の
制
定
及
び
全
部
・
 

一
部
改
正
 

保育園での様子 
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職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
 

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
設
置
条
例
 

保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
 

児
童
扶
養
手
当
支
給

条
例
 

保
育
所
設
置
条
例
 

災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
の
た
め
派

遣
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
災
害
派
遣
手
当

に
関
す
る
条
例
 



問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 
問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

質疑あれこれ

平
成
２６
年
度
 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
 

平
成
２５
年
度
 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
 

社
会
福
祉
協
議
会
は
営

利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
な

の
で
、
改
修
に
あ
た
っ
て
の

原
資
は
あ
る
の
か
。
 

 新
し
い
事
業
に
取
り
組

む
た
め
、
基
金
を
積
ん
で
い

る
。
 

 
パ
ソ
コ
ン
の
配
置
数
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
値
段
は
。
 

 南
小
７８
台
、
北
小
８７
台
、

西
小
８７
台
、
大
中
1
0
3
台

の
計
3
5
5
台
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
1
台
１３
万
円
で
積

算
し
て
い
る
。
 

 

多
く
の
基
金
が
あ
る
が
、

整
理
は
で
き
な
い
の
か
。
 

 そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
に
は
、

そ
の
目
的
と
財
源
の
経
緯
が

あ
り
、
今
は
こ
の
基
金
を
活

用
し
な
が
ら
運
営
し
た
い
。
 

 
地
域
自
治
推
進
事
業
の

3
5
0
万
円
は
何
を
委
託
す

る
の
か
。
 

 地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
進
め
る
協
働
委
託
の
契
約

を
す
る
。
内
容
は
、
地
域
自

治
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。
 

 

法
人
税
割
1
億
5
6
0
 

0
万
円
の
追
加
は
、
ど
の
業

種
か
。
 

 自
動
車
関
連
の
大
手
企

業
が
目
立
っ
て
い
る
。
 

 巡
回
バ
ス
の
運
営
費
補

助
制
度
を
つ
く
る
よ
う
に
、

県
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。
 

 難
し
い
と
思
う
が
、
働

き
か
け
て
み
た
い
。
 

 保
育
士
の
再
任
用
を
考

え
て
は
ど
う
か
。
 

 保
護
者
の
協
力
、
保
育

環
境
な
ど
い
ろ
い
ろ
問
題
は

あ
る
が
、
今
後
努
力
し
て
い

き
た
い
。
 

 

小
中
学
校
の
非
構
造
部

材
の
調
査
と
設
計
を
し
て
い

る
が
、
具
体
的
に
ど
こ
か
。
 

 大
口
中
学
校
の
体
育
館
、

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
天
井
、
北

小
学
校
の
体
育
館
の
天
井
、

買
い
足
し
た
ロ
ッ
カ
ー
や
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
が
落
下
の
危

険
性
が
あ
る
の
で
、
積
極
的

に
対
応
し
て
い
く
。
 

 
訪
問
看
護
は
検
討
中
と

報
告
が
あ
っ
た
が
、
今
後
議

会
に
提
示
は
あ
る
か
。
 

 事
業
所
か
ら
提
案
が
あ

り
、
県
へ
の
申
請
や
事
業
所

の
建
築
な
ど
、
明
確
に
な
っ

た
時
点
で
説
明
す
る
。
 

    保
育
の
実
施
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
 

 

江
幡
満
世
志
 

　
公
が
保
育
行
政
を
外
部

に
求
め
、
財
政
上
の
問
題

を
解
消
し
た
か
の
よ
う
な

全
国
的
な
流
れ
が
あ
る
。

預
け
る
先
が
な
い
よ
う
な

保
育
メ
ニ
ュ
ー
で
は
子
育

て
す
る
保
護
者
の
人
た
ち

が
困
る
の
で
は
。
 

    

大
島
保
憲
 

　
保
育
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大

に
よ
り
、
保
護
者
に
と
っ

て
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
選
択

肢
が
広
が
る
と
と
も
に
、

町
全
体
の
保
育
の
質
の
向

上
や
保
育
園
児
が
等
し
く

質
の
高
い
保
育
が
受
け
ら

れ
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

    職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
 

 

吉
田
　
正
 

　
一
緒
に
仕
事
を
し
て
、

同
じ
成
果
を
上
げ
て
も
査

定
に
差
が
あ
っ
た
ら
や
る

気
が
出
な
い
。
住
民
目
線

で
、
住
民
が
喜
ん
で
も
ら

え
る
仕
事
を
す
る
こ
と
が

仕
事
の
誇
り
と
言
え
る
の

で
は
。
 

   

前
田
新
生
 

　
公
務
員
制
度
改
革
の
中

で
、
成
果
主
義
の
導
入
は

重
点
事
項
の
1
つ
で
あ
り
、

公
務
員
と
い
う
職
務
の
特

殊
性
を
考
え
れ
ば
適
切
で

あ
る
。
 

 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

討論 

討論 
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介
護
保
険
会
計
補
正

予
算
 

小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン

等
機
器
更
新
 

地
域
自
治
推
進
事
業
 

基
金
 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

生
き
が
い
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
整
備
 



    平
成
２６
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
 

 

江
幡
満
世
志
 

　
政
府
は
社
会
保
障
を
縮

小
し
続
け
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
自
治
体
や
加
入
者

へ
の
負
担
が
増
大
し
続
け

て
い
る
の
が
実
態
だ
。
 

 

   

伊
藤
　
浩
 

　
人
間
ド
ッ
ク
及
び
特
定

健
康
診
査
の
予
算
を
計
上

し
、
予
防
に
も
力
を
注
ぐ

な
ど
、
保
険
税
の
公
平
か

つ
適
正
な
賦
課
、
徴
収
や

適
正
な
保
険
給
付
を
主
眼

と
し
た
予
算
内
容
で
あ
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

    平
成
２６
年
度
一
般
会
計

予
算
 

 

吉
田
　
正
 

　
各
施
策
に
対
す
る
問
題

を
指
摘
し
た
。
自
治
体
の

役
割
は
、
住
民
の
暮
ら
し

を
守
る
防
波
堤
に
な
る
こ

と
。
そ
う
し
た
立
場
で
歩

ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。    

前
田
新
生
 

　
厳
し
い
財
政
状
況
と
社

会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
施
策
内
容
の
後

退
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
べ
く
、
多
岐
に
わ
た
る

施
策
の
見
直
し
や
改
善
を

加
え
な
が
ら
、
町
民
の
目

線
に
沿
っ
た
取
り
組
み
で

あ
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

討論 

討論 

議
員
提
出
議
案 

議
員
提
出
議
案 

請
願
・
陳
情 

請
願
・
陳
情 

　
2
件
の
議
案
を
と
も
に

全
員
賛
成
で
可
決
し
、
国

の
機
関
な
ど
へ
議
会
か
ら

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
新
聞
購
読
料
へ
の
消
費
税

軽
減
税
率
適
用
等
を
求
め
る

意
見
書
 

提
出
者
　
酒
井
廣
治
 

　
た
だ
し
、
江
幡
満
世
志
、

吉
田
　
正
の
2
人
は
、
採
決

の
前
に
退
席
し
た
。
 

 ・
安
定
的
な
雇
用
と
公
正
な

処
遇
を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
前
田
新
生
 

 　
5
件
の
議
案
を
す
べ
て

起
立
少
数
で
否
決
し
ま
し

た
。
 

 ・
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
に
反
対
す
る
意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 

・
4
月
か
ら
の
消
費
税
8
％

へ
の
引
上
げ
中
止
を
求
め
る

意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 ・
原
発
ゼ
ロ
を
決
断
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 ・
普
天
間
基
地
の
辺
野
古
移

転
を
断
念
し
、
無
条
件
撤
去

を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 ・
公
約
違
反
と
秘
密
交
渉
の

T
P
P
交
渉
か
ら
即
時
撤
退

を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 

【
請
願
】
 

請
願
者
　
大
口
町
新
聞
販
売

店
会
 

代
表
　
青
山
好
伸
 

紹
介
議
員
　
酒
井
廣
治
 

 
・
新
聞
購
読
料
へ
の
消
費
税

軽
減
税
率
適
用
等
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
）
 

　
た
だ
し
、
吉
田
　
正
は
、

採
決
の
前
に
退
席
し
た
。
 

 請
願
者
　
日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
愛
知
県
連
合
会
会
長

　
土
肥
和
則
 

紹
介
議
員
　
岡
　
孝
夫
 

 
・
安
定
的
な
雇
用
と
公
正
な

処
遇
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願
書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
）
 

 【
陳
情
】
 

陳
情
者
　
日
本
青
年
団
協
議

会
 

会
長
　
立
道
　
斉
 

 
・
こ
れ
か
ら
の
勤
労
青
年
教

育
の
あ
り
方
に
関
す
る
要
望

書
　
　
　
　
　
（
聞
き
お
く
）
 

　
2
つ
の
請
願
と
1
つ
の
陳
情
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会

で
審
査
し
ま
し
た
。
 

15議案で討論がありましたが、4議案を掲載しました。 

おおぐち議会だより　No.198
平成  26年5月1日発行  8



賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 
他の20議案は全員賛成で可決 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

職員の給与に関する条例の一部改正 

保育の実施に関する条例の一部改正 

保育所設置条例の一部改正 

平成25年度介護保険特別会計補正予算（第3号） 

平成26年度一般会計予算 

平成26年度国民健康保険特別会計予算 

平成26年度後期高齢者医療特別会計予算 

平成26年度介護保険特別会計予算 

平成26年度公共下水道事業特別会計予算 

平成26年度農業集落家庭排水事業特別会計予算 

集団的自衛権の行使容認に反対する意見書 

4月からの消費税8％への引上げ中止を求める意
見書 

原発ゼロを決断し、再生可能エネルギーの普及を
求める意見書 

普天間基地の辺野古移転を断念し、無条件撤去
を求める意見書 

公約違反と秘密交渉のTPP交渉から即時撤退を
求める意見書 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

退席 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

否決 

否決 

否決 

否決 

否決 

江

幡

 

吉

田

 

柘

植

 

伊

藤

 

前

田

 

大

島

 

丹
羽（
孝
） 

岡
 

土

田

 

齋

木

 

宮

田

 

酒

井

 

丹
羽（
勉
） 

木

野

 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　　　案　　　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

質疑あれこれ

江
幡
満
世
志
 

　
国
は
、
消
費
税
増
税
に

よ
る
低
所
得
者
対
策
と
し

て
、
軽
減
枠
を
拡
大
す
る

が
、
医
療
費
や
生
活
費
な

ど
す
べ
て
に
負
担
が
増
え

る
の
で
、
増
税
を
や
め
れ

ば
よ
い
。
 

 

   

大
島
保
憲
 

　
国
民
健
康
保
険
の
抱
え

る
構
造
的
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
被
保
険
者
間
の

税
負
担
の
公
平
の
確
保
と
、

低
所
得
層
の
軽
減
を
図
る

も
の
で
あ
り
、
内
容
も
適

切
で
あ
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

討論 

課
税
限
度
額
は
、
町
独

自
で
考
え
た
も
の
か
。
 

 地
方
税
法
の
改
正
に
伴

う
も
の
。
 

 今
回
の
改
正
で
、
町
は

ど
れ
く
ら
い
増
収
に
な
る
の

か
。
  課

税
限
度
額
が
上
が
れ

ば
対
象
が
減
る
こ
と
に
な
り
、

8
0
0
万
円
の
減
収
と
な
る
。
 

 国
か
ら
の
補
て
ん
措
置

は
あ
る
の
か
。
 

 県
が
4
分
の
3
、
残
り

は
町
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
。
 

平
成
２６
年
度
第

年
度
第
3
回
臨
時
会

回
臨
時
会
 

平
成
２６
年
度
第

年
度
第
3
回
臨
時
会

回
臨
時
会
 

平
成
２６
年
度
第
3
回
臨
時
会
 

町
提
出
の
1
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。 

3
月
３１
日
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国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
 



町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 
一般質問 ここが聞きたい!

8議員が質問 

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

土田　進  
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
積
極

的
に
勧
め
て
い
な
い
理
由
は
。
 

持
続
的
な
激

し
い
痛
み
が

接
種
後
に
特
異
的
に
み
ら
れ

る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
副
反
応
の
発
生
頻
度
が

解
明
さ
れ
る
ま
で
、
定
期
接

種
を
積
極
的
に
推
奨
す
べ
き

で
は
な
い
と
厚
生
労
働
省
か

ら
勧
告
が
出
さ
れ
た
の
で
、

現
在
も
積
極
的
な
勧
奨
は
差

し
控
え
て
い
る
。
 

 

全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
副
反
応
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
中
、
厚
生

労
働
省
が
再
開
可
能
と
判
断

し
た
場
合
、
町
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
再
開
す
る
の
か
。
 

厚
生
労
働
省

か
ら
の
勧
告

は
、
定
期
接
種
を
中
止
す
る

も
の
で
は
な
く
、
対
象
者
の

中
で
接
種
希
望
者
に
は
接
種

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
厚
生
労
働
省
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。
 

 

定
期
健
康
診
断
を
充

実
さ
せ
て
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
促
進
し
た

方
が
、
町
民
の
健
康
管
理
上

も
有
効
で
は
な
い
か
。
 

多
く
の
方
に

が
ん
検
診
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
子

宮
頸
が
ん
検
診
は
、
２０
歳
及

び
４０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
5

歳
刻
み
の
女
性
に
、
ま
た
、

す
べ
て
の
が
ん
検
診
に
対
し

て
も
、
４０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で

の
5
歳
刻
み
の
方
全
員
に
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、

が
ん
予
防
対
策
に
努
め
て
い

く
。
 

 

中
学
校
の
運
動
部
活

動
を
強
化
す
る
た
め
、

専
門
的
コ
ー
チ
の
臨
時
雇
用

を
検
討
で
き
な
い
か
。
 

外
部
指
導
者

と
し
て
、
地

元
の
方
に
コ
ー
チ
を
お
願
い

し
、
ま
た
、
部
活
動
の
顧
問

が
各
協
会
や
連
盟
の
研
修
を

受
け
る
な
ど
、
よ
り
高
い
水

準
の
技
能
習
得
に
努
め
て
い

る
。
 

 

団
体
競
技
の
県
大
会
、

東
海
大
会
や
全
国
大

会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充
実
を
検

討
で
き
な
い
か
。
 

各
協
会
、
連

盟
へ
の
登
録

費
、
大
会
に
参
加
す
る
た
め

の
参
加
料
の
ほ
か
、
遠
方
で

の
大
き
な
大
会
に
出
場
す
る

際
に
必
要
と
な
る
宿
泊
、
交

通
、
食
事
の
費
用
を
補
助
し

て
い
る
。
 

土
田 

土
田 

土
田 

土
田 

土
田 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充
実
を
 

部
長 

補
助
し
て
い
る
 

副反応が問題視されているが 
部長 国の動向を注視しながら対応 

子宮頸がん予防ワクチン接種 
けい 

大
中
の
運
動
部
活
動
 屋内運動場での練習風景 
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閉鎖された工場（上小口地内） 

丹羽　孝  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

地
元
で
は
、
１０
軒
以

上
の
空
き
家
が
あ
る
。

町
内
の
空
き
家
、
空
き
地
、

空
き
工
場
の
状
況
は
。
 

町
内
の
空
き
家
 

は
、
３８
軒
。
空

き
地
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

空
き
工
場
は
、
工
場
閉
鎖
や

移
転
に
伴
う
土
地
の
売
買
や

開
発
な
ど
の
相
談
で
間
接
的

に
情
報
を
得
て
い
る
が
、
す

べ
て
を
把
握
し
て
い
な
い
。
 

 

全
国
で
は
、
空
き
家

管
理
条
例
を
2
1
1

市
町
村
が
制
定
し
て
い
る
。

本
町
の
考
え
は
。
 

県
内
で
制
定
し

て
い
る
自
治
体

は
4
つ
あ
る
。
本
町
で
は
、

空
き
家
の
う
ち
未
管
理
が
5

軒
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
差

し
迫
っ
て
条
例
を
備
え
る
必

要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

工
場
の
跡
地
や
周
辺

の
付
帯
土
地
な
ど
空

き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
は
。
 

「
未
来
の
土
地

利
用
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
り
、

５０
年
後
に
向
け
た
土
地
利
用

の
策
定
に
向
け
て
、
検
証
や

検
討
を
重
ね
て
い
く
。
 

 

本
町
は
、
全
国
1
7
 

4
2
の
市
町
村
の
う

ち
４８
し
か
な
い
地
方
交
付
税

不
交
付
団
体
の
1
つ
だ
が
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。
 

メ
リ
ッ
ト
は
、

全
国
で
も
数
少

な
い
不
交
付
団
体
と
い
う
誇

り
が
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

国
の
税
制
改
革
で
国
が
打
ち

出
す
新
規
事
業
の
財
源
が
交

付
税
で
あ
り
、
補
助
金
や
交

付
金
の
算
定
に
お
い
て
も
不

交
付
団
体
は
抑
制
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
自
主
自
立
を
掲

げ
る
本
町
に
と
っ
て
非
常
に

厳
し
い
現
実
で
は
あ
る
が
、

先
人
の
お
か
げ
で
他
団
体
と

比
べ
財
政
豊
か
な
町
で
あ
る
。

健
全
財
政
の
堅
持
と
さ
ら
な

る
将
来
へ
の
布
石
と
な
る
施

策
を
展
開
し
、
先
人
の
志
を

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
。
 

 

本
町
は
、
不
交
付
団

体
と
し
て
３０
年
以
上

継
続
し
て
い
る
。
維
持
す
る

た
め
の
町
の
課
題
は
。
 

不
交
付
団
体
を

維
持
す
る
に
は
、

行
財
政
運
営
の
継
続
的
な
改

善
で
は
な
く
、
人
口
の
割
に

豊
か
な
税
収
を
確
保
す
る
取

り
組
み
が
大
切
と
な
る
。
本

町
に
立
地
す
る
企
業
の
活
動

に
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、

町
と
し
て
対
応
し
続
け
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
 

丹
羽 
丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

不交付団体を維持するための課題は 
部長 人口の割に豊かな税収を確保すること 

地方交付税 

空
き
地
の
有
効
活
用
を
 

部
長 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
す
る 

不交付団体の状況 

不交付団体 

都 道 府 県  

市 町 村  

合　　計 

平成25年度 

1 

48 

49

平成24年度 

1 

47 

48

平成23年度 

1 

48 

49

都道府県：東京都 
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問 □ 

問 □ 

問 □ 

宮田和美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

北
小
学
校
、
中
学
校

や
近
隣
市
町
の
学
校

へ
通
う
子
ど
も
た
ち
は
、
国

道
４１
号
下
の
ト
ン
ネ
ル
を
通

っ
て
通
学
し
て
い
る
。
こ
こ

は
、
今
ま
で
も
不
審
者
が
出

た
り
、
落
書
き
を
さ
れ
た
り

大
変
危
険
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 　

平
成
２６
年
度
予
算
に
空
き

巣
な
ど
へ
の
抑
止
力
を
目
的

と
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
を
１０
基

設
置
の
計
画
で
あ
る
が
、
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
通

学
路
に
設
置
で
き
な
い
か
。
 

交
通
量
や
町

内
へ
の
人
や

車
の
出
入
り
を
考
慮
し
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
果
た
す
役
割
が

よ
り
大
き
い
と
思
わ
れ
る
主

要
幹
線
道
路
に
通
じ
る
交
差

点
な
ど
に
設
置
す
る
。
少
し

で
も
犯
罪
の
抑
止
に
つ
な
が

り
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い

町
を
目
指
し
て
い
る
。
 

 

町
内
で
環
境
問
題
に

興
味
を
持
っ
て
い
る

人
が
一
番
多
く
集
ま
る
と
こ

ろ
と
い
え
ば
、
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
。
毎
日

4
0
0
人
前
後
が
訪
れ
て
い

る
。
セ
ン
タ
ー
で
生
ご
み
を

回
収
で
き
な
い
か
。
 

セ
ン
タ
ー
建

設
時
に
、「
地

区
で
行
っ
て
い
る
資
源
ご
み

回
収
と
同
じ
品
目
を
回
収
す

る
模
範
的
な
施
設
」
と
、
地

元
説
明
を
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
施
設
で
は
地
区
と
同

じ
品
目
の
回
収
を
し
て
い
る
。

生
ご
み
は
回
収
品
目
に
入
っ

て
い
な
い
の
で
、
施
設
で
の

回
収
は
考
え
て
い
な
い
。
 

 

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の

押
印
は
、
利
用
者
自

身
で
押
す
制
度
に
改
善
す
べ

き
で
は
。
 

カ
ー
ド
の
期

限
確
認
、
再

発
行
、
景
品
渡
し
な
ど
の
作

業
が
あ
る
の
で
、
今
ま
で
ど

お
り
職
員
で
継
続
し
て
い
く
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
ご
み
を
回
収
で
き
な
い
か
 

部
長 

回
収
は
考
え
て
い
な
い
 

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー 

受付の様子 

【その他の質問】 
　交通災害共済について 

　自転車保険について 

　生ごみの買取制度の確立を 

通学路に防犯カメラを 
部長 今年度は主要な交差点などに設置する 

危険とされる国道41号下トンネル 
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問 □ 

心
臓
、
腎
臓
や
肺
な

ど
、
体
の
内
部
に
障

が
い
が
あ
っ
て
も
外
見
か
ら

は
分
か
ら
な
い
。
お
年
寄
り

に
席
を
譲
る
よ
う
に
指
摘
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会
理

解
の
拡
大
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。
 

①
「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー

ク
」
が
印
字
さ
れ
た
カ
ー
ド

と
バ
ッ
ジ
の
無
料
配
布
を
し

て
ほ
し
い
。
 

②
福
祉
関
連
の
授
業
で
、
内

部
障
が
い
を
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
。
 

③
本
町
の
公
共
駐
車
場
に
内

部
障
が
い
者
専
用
を
設
け
て

ほ
し
い
。
 

内
閣
府
で
は
、

「
ハ
ー
ト
・

プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
を
活
用
し

た
啓
発
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
 

　
本
町
で
は
、
「
ハ
ー
ト
・

プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
の
認
知
度

は
高
く
な
い
と
考
え
、
広
報
・

周
知
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

①
障
が
い
者
の
た
め
の
国
際

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
各
自

で
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
無
料
配
布
は
考
え

て
い
な
い
。
 

③
役
場
や
健
康
文
化
セ
ン
タ

ー
の
駐
車
場
に
は
「
ハ
ー
ト
・

プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
の
表
示
を

し
て
い
る
。
 

②
各
小
中
学

校
で
は
、
身

体
的
な
障
が
い
を
持
つ
人
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
授
業

と
し
て
、
疑
似
体
験
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
授
業
に
取
り

入
れ
る
場
合
は
、
資
料
収
集

や
研
修
な
ど
を
通
し
、
教
師

の
問
題
意
識
を
高
め
る
事
前

準
備
が
必
要
と
な
る
。
 

健
康
診
断
の
受
診
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の

参
加
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
る
と
特
典
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
健
康
マ
イ
レ

ー
ジ
」
の
取
り
組
み
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
 

　
町
民
の
健
康
、
受
診
率
を

上
げ
医
療
費
や
介
護
の
抑
制

に
つ
な
が
る
「
健
康
マ
イ
レ

ー
ジ
」
の
取
り
組
み
を
し
て

は
ど
う
か
。
 

が
ん
検
診
の

受
診
や
生
活

習
慣
病
予
防
、
介
護
予
防
事

業
へ
の
参
加
を
盛
り
込
み
、

一
定
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
獲

得
し
た
ら
さ
ま
ざ
ま
な
特
典

が
受
け
ら
れ
る
「（
仮
称
）健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
」
を

交
付
し
て
い
く
。
 

　
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
が
継
続
で
き
る
仕
組
み
と

し
て
、
県
の
制
度
を
活
用
し

て
、
商
工
会
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。
 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

健康体操教室 

【その他の質問】 
　ボランティアポイント制度について 

健康マイレージの取り組みを 
部長 「（仮称）健康マイレージカード」を交付していく 

「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
の
 

理
解
と
支
援
を
 

部
長 

広
報
・
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
く 
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問 □ 

問 □ 

岡　孝夫  

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

事
務
改
善
委
員
会
は
開

催
さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

平
成
6
年
度
以
降
、

活
動
し
て
い
な
い
。

そ
の
後
は
、
別
組
織
で
行
政

改
革
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
２１
年
7

月
に
事
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
結
成
し
、
消
耗
品
や
物

品
の
管
理
方
法
な
ど
を
改
善

し
て
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
や

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
 

 

他
の
取
り
組
み
に
よ
り

改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
答
弁
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
取
り
組
み
自
体
、
何
か

別
の
規
則
な
ど
で
決
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。
 

文
書
化
さ
れ
た

も
の
は
な
い
。

現
在
は
、
職
員
間
で
温
度
差

は
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
意

識
が
職
員
に
ほ
ぼ
根
付
き
、

日
常
的
に
課
内
で
改
善
に
取

り
組
み
、
経
営
計
画
書
や
個

人
目
標
管
理
シ
ー
ト
で
常
に

事
務
改
善
、
意
識
の
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
 

 

職
員
自
ら
が
作
っ
た
ル

ー
ル
は
守
ら
ず
、
他
の

や
り
方
で
仕
事
を
し
て
い
く

と
い
う
考
え
方
は
い
か
が
か
。

何
か
ら
何
ま
で
ル
ー
ル
で
縛

れ
と
は
言
わ
な
い
が
、
違
う

仕
事
の
や
り
方
を
や
っ
て
い

る
よ
う
な
ら
、
こ
の
規
程
は

廃
止
あ
る
い
は
見
直
す
べ
き
。
 

 

2
0
1
0
年
の
イ
ベ
ン

ト
に
「
N
E
W
」
の
マ

ー
ク
が
つ
い
て
い
た
り
し
て
、

こ
れ
は
い
か
が
な
も
の
か
。
 

動
画
の
ア
ッ

プ
に
は
撮
影

・
編
集
・
公
開
ま
で
専
門
的

な
知
識
を
要
し
、
ま
た
、
時

間
が
か
か
る
た
め
、
現
在
は

更
新
を
休
止
し
て
い
る
。
 

 

過
去
の
経
緯
が
分
か
る
し
、

過
去
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
楽
し
め
、
い
ろ
い
ろ
と
再

発
見
で
き
る
が
、
行
政
が
管

理
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
し
て
は
ど
う
か
。
 

貴
重
な
動
画

も
あ
り
、
当

面
は
既
存
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

残
し
つ
つ
、
今
後
の
配
信
を

検
討
し
た
い
。
 

 

今
す
ぐ
で
は
な
い
に
せ

よ
、
今
後
の
あ
る
べ
き

姿
を
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
と
思
う
が
。
 サ

ー
バ
ー
更

新
時
期
に
合

わ
せ
て
見
直
し
た
い
。
 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 
総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

事務改善委員会の活動は 
部長 平成6年度以降、活動は行っていない 

最小限の経費で最大の効果を 

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
時
期
で
は
 

部
長 

サ
ー
バ
ー
の
更
新
に
合
わ
せ
て
見
直
す
 

サ
イ
バ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
お
ぐ
ち 2年以上、更新が停止されたままに 

【その他の質問】 
　職員提案制度の実績は 

　安全衛生管理規程について 
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問 □ 

掲示板 

振
り
込
め
詐
欺
な
ど

特
殊
詐
欺
は
、
年
々

悪
質
化
し
、
被
害
者
や
被
害

金
額
が
増
加
し
て
い
る
。
被

害
対
策
と
し
て
、
啓
発
活
動

の
取
り
組
み
は
。
 

「
大
口
交
番

だ
よ
り
」
や

「
大
口
交
番
速
報
」
を
各
区

の
掲
示
板
へ
掲
出
し
、
注
意

喚
起
し
て
い
る
。
町
内
で
特

殊
詐
欺
な
ど
の
事
案
を
確
認

し
た
場
合
は
、
広
報
無
線
や

あ
ん
ぜ
ん
安
心
メ
ー
ル
で
速

や
か
に
情
報
を
流
し
、
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て

い
る
。
被
害
者
は
、
高
齢
の

方
が
多
く
、
地
域
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
行
事
で
、
江
南
警
察

署
に
よ
る
講
座
な
ど
も
随
時

開
催
し
て
い
る
。
 

 

地
域
や
学
校
で
の
消

費
者
教
育
の
取
り
組

み
は
。
 

県
の
消
費
生

活
情
報
誌
「
あ

い
ち
暮
ら
し
っ
く
」
を
年
2

回
、
広
報
に
折
り
込
み
全
世

帯
に
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、

金
融
庁
が
発
行
す
る
「
振
り

込
め
詐
欺
」
な
ど
金
融
知
識

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

取
り
寄
せ
、
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
を
対
象
に
配
布
し
て
い
く
。
 

学
校
で
は
、

消
費
生
活
教

育
の
授
業
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
食
料
問
題
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
取
り
引
き
な
ど

を
社
会
の
授
業
で
実
施
し
て

い
る
。
 

植
松
住
宅
・
小
口
住

宅
の
2
階
建
て
の
町

営
住
宅
３０
戸
は
、
建
物
経
過

年
数
も
約
４０
年
と
老
朽
化
が

激
し
く
、
入
居
者
も
高
齢
化

し
て
い
る
。
高
齢
者
に
配
慮

し
た
整
備
が
必
要
で
は
。
 

植
松
住
宅
・
小

口
住
宅
の
2
階

建
て
は
、
耐
用
年
限
を
す
で

に
過
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
修
経
費
が
高
額
と
な
り
難

し
い
。
 

 

耐
用
年
数
が
間
近
に

迫
っ
て
い
る
植
松
住

宅
の
今
後
の
土
地
利
用
計
画

の
検
討
が
必
要
で
は
。
 

植
松
住
宅
が
す

べ
て
撤
去
さ
れ

た
の
ち
の
跡
地
利
用
は
、
具

体
的
に
は
未
定
で
あ
る
が
、

今
後
、
町
と
し
て
必
要
と
さ

れ
る
も
の
を
検
討
し
て
い
く
。
 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

齊木一三  

一
　
般 

質
　
問 

齊

木

一

三

 

老朽化が激しい町営住宅の対策は 
部長 耐用年限を過ぎていて整備が難しい 

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
へ
の
対
策
は
 

部
長 
掲
示
板
や
広
報
無
線
で
注
意
喚
起 

老朽化した植松住宅（築45年） 

【その他の質問】 
　町の未使用財産について 
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問 □ 

問 □ 

江幡満世志  

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

4
月
か
ら
消
費
税
が

8
パ
ー
セ
ン
ト
へ
増

税
さ
れ
、
日
常
生
活
で
負
担

が
増
加
す
る
。
負
担
軽
減
と

な
る
支
援
策
と
し
て
国
民
健

康
保
険
税
を
減
免
世
帯
以
外
、

一
律
に
1
万
円
軽
減
す
る
の

に
、
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が

必
要
か
。
 

国
保
加
入
世

帯
約
3
0
0
 

0
世
帯
か
ら
、
軽
減
枠
拡
大

に
伴
う
軽
減
世
帯
1
2
5
7

世
帯
を
差
し
引
い
た
1
7
4
 

3
世
帯
に
1
万
円
を
乗
じ
た

1
7
4
3
万
円
に
な
る
。
 

 

財
政
調
整
基
金
の
残

額
は
い
く
ら
か
。
 

現
在
の
残
額

は
、
1
億
9
 

3
0
0
万
円
。
 

 

基
金
を
活
用
し
て
、

減
額
は
可
能
で
は
な

い
か
。
 

持
続
可
能
な

社
会
保
険
制

度
の
維
持
を
図
る
こ
と
や
急

激
な
保
険
税
の
上
昇
を
抑
え

る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
を

活
用
し
な
が
ら
健
全
で
安
定

し
た
国
保
運
営
を
し
た
い
の

で
、
軽
減
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
 

 

今
後
、
基
金
で
軽
減

で
き
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
 

 

国
土
交
通
省
は
、
新

年
度
予
算
案
で
、「
長

期
優
良
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

事
業
」
に
取
り
組
み
始
め
た
。

本
町
で
も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
元

事
業
者
へ
の
支
援
や
景
気
の

刺
激
に
な
る
の
で
、
取
り
組

む
べ
き
で
は
。
 

こ
れ
ま
で
に
も
回

答
し
て
き
た
が
、

町
と
し
て
は
、
一
自
治
体
の

取
り
組
み
で
は
経
済
効
果
に

疑
問
が
あ
る
こ
と
、
雇
用
促

進
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
に

く
い
こ
と
、
町
内
業
者
だ
け

で
仕
事
が
循
環
す
る
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
地
域
に
お
け
る

経
済
活
性
化
策
と
し
て
有
効

な
手
段
と
は
認
識
し
て
い
な

い
の
で
、
取
り
組
む
つ
も
り

は
な
い
。
 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

副
町
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

創
設
せ
よ
 

副
町
長 

取
り
組
む
つ
も
り
は
な
い
 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度 

国民健康保険税を1万円下げよ 
部長 軽減は考えていない 

【その他の質問】 
　小規模事業者への支援を拡充せよ 

　今年もプレミアム商品券の発行を 

リフォーム中の住宅 
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問 □ 

問 □ 

問 □ 

問 □ 

原爆被災者の会の人たち 

平
成
２５
年
9
月
１８
日
、

名
古
屋
市
長
は
平
和

首
長
会
議
に
加
盟
申
請
を
行

っ
た
。
「
ひ
と
は
ひ
と
、
自

分
は
自
分
」
は
結
構
で
す
が
、

町
長
の
立
場
で
考
え
て
ほ
し

い
。
 

　
平
和
首
長
会
議
は
、
1
9
 

8
2
年
に
国
連
本
部
で
開
催

さ
れ
た
第
2
回
国
連
軍
縮
特

別
総
会
に
お
い
て
、
当
時
の

広
島
市
長
が
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
て
、
都
市
連
帯
を
呼
び

か
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

始
ま
っ
た
。
あ
の
よ
う
な
悲

劇
が
二
度
と
地
球
上
で
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

世
界
中
の
都
市
が
国
境
を
越

え
、
力
を
合
わ
せ
て
2
0
2
 

0
年
ま
で
に
地
球
上
か
ら
、

核
兵
器
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
、
国
際
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
ア
メ
リ
カ

の
大
き
な
都
市
を
は
じ
め
、

世
界
の
5
7
5
9
都
市
が
加

盟
し
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

平
和
推
進
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
 

　
県
内
で
は
、
自
治
体
の
半

分
以
上
に
あ
た
る
３８
の
首
長

が
加
盟
し
て
い
て
、
近
隣
で

は
江
南
市
、
扶
桑
町
、
犬
山

市
、
岩
倉
市
も
加
盟
し
て
い

る
。
町
長
も
ぜ
ひ
、
平
和
首

長
会
議
に
加
盟
し
て
、
核
兵

器
の
な
い
世
の
中
に
す
る
世

界
の
連
帯
を
広
げ
て
い
た
だ

き
た
い
が
。
 

自
分
の
父
親
の
兄
弟

は
戦
死
し
て
お
り
、

遺
族
会
に
入
っ
て
い
る
。
戦

争
は
、
一
番
い
け
な
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。
平
和
首

長
会
議
に
入
会
す
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
る
。
 

 

広
島
や
長
崎
で
原
子

爆
弾
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
人
の
団
体
「
愛
知
県
原

爆
被
災
者
の
会
」
の
人
た
ち

が
、
毎
年
県
内
の
自
治
体
を

訪
問
し
て
、
原
水
爆
の
な
い

社
会
に
す
る
た
め
要
請
に
訪

れ
て
い
る
。
鈴
木
元
町
長
は
、

こ
う
し
た
団
体
の
人
に
直
接

会
っ
て
、
要
請
を
受
け
て
い

る
姿
を
覚
え
て
い
る
。
会
っ

て
懇
談
し
て
は
ど
う
か
。
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調

整
し
て
、
直
接
懇
談

し
た
い
。
 

吉
田 

町
長 

町
長 

吉
田 

吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

【その他の質問】 
　高齢者や障がい者の移動手段である巡回バスやタクシー助成を充実させて健康を維持しよう 

　「若者なんでも相談員」を配置して働く権利などを守り暮らしを豊かにしよう 

　2割負担を1割負担に軽減して（70歳からの医療費自己負担） 

　「ワーキングプア」という言葉を死語にしましょう 

被爆者団体と懇談を 
町長 直接懇談したい 

平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て
 

町
長 
入
会
の
準
備
を
進
め
て
い
る 
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1/28（火） 

10/3（木） 
10/4（金） 

会派の政務活動報告 
〈
大
政
ク
ラ
ブ
・
研
政
会
〉
静
岡
県
御
前
崎
市
 

中
部
電
力
㈱
　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
を
視
察 

福
島
第
一
の
事
故
を
教

訓
に
 

 　
発
電
所
の
安
全
を
守
る
基

本
3
ス
テ
ッ
プ
（
原
子
炉
を

止
め
る
、
原
子
炉
を
冷
や
す
、

放
射
性
物
質
を
閉
じ
込
め
る
）

を
多
重
に
対
策
を
す
る
と
と

も
に
、
巨
大
地
震
へ
の
備
え

や
津
波
対
策
な
ど
、
更
な
る

安
全
対
策
に
3
0
0
0
億
円

の
経
費
を
費
や
す
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
 

 　
今
回
、
福
島
の
事
故
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
の
浜
岡
原

発
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
現
地
で
目
の
当
た
り
に
で

き
ま
し
た
。
 

　
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
視
察
は
、
参
加

し
た
議
員
全
員
に
と
っ
て
、

よ
り
一
歩
進
ん
だ
「
も
の
の

見
方
・
も
の
の
考
え
方
」
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
 

 視
察
を
終
え
て
 

 　
さ
ま
ざ
ま
な
発
電
方
式
が

あ
る
中
、
安
全
性
・
安
定
供

給
性
・
発
電
効
率
・
コ
ス
ト
・

環
境
負
荷
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
複

数
の
発
電
方
式
を
組
み
合
わ

せ
た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
追

及
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
視
察
を
契
機
に
、
我
が
国

に
と
っ
て
の
電
力
供
給
の
あ

り
方
を
更
に
関
心
を
持
っ
て

注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
 

（
岡
　
孝
夫
） 

原子力館の模型の前で 

視察行程： 
1　概要説明（原子力館　会議室） 
2　館内見学（原子力館・展望台） 
3　見学（5号機原子炉建屋内ギャラリー、同
機中央制御室、使用済燃料貯蔵プール、
敷地内の水密扉、取水槽、海水取水ポンプ、
防波壁等） 

なお、発電所の敷地面積は本町面積の12％
に相当する広大なものとのこと 

〈公明党〉 
長野県小布施町「まちとしょテラソ」 
埼玉県坂戸市市ぐるみで健康づくり 

お ぶ せ 

さか ど 

町民こだわりの図書館「まちとしょテラソ」 

こ
だ
わ
り
の
図
書
館
 

 　
小
布
施
町
の
図
書
館
「
ま

ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」
は
、
1
 

0
0
人
も
の
住
民
が
参
加
し

た
建
設
運
営
委
員
会
で
の
意

向
が
、
設
計
段
階
か
ら
随
所

に
反
映
さ
れ
た
町
民
こ
だ
わ

り
の
図
書
館
と
な
っ
て
い
ま

す
。
館
長
は
、
図
書
館
が
掲

げ
る
学
び
の
場
、
子
育
て
の

場
、
交
流
の
場
、
情
報
発
信

の
場
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

持
続
可
能
な
形
で
実
現
し
て

い
き
た
い
と
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
館
内
は
、
高

す
ぎ
な
い
本
棚
、
柱
は
死
角

を
な
く
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
、

全
体
に
見
通
し
が
良
く
開
放

感
が
あ
り
ま
し
た
。
交
流
の

場
の
フ
ロ
ア
で
は
、
講
演
会

や
映
画
祭
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

出
会
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

  健
康
に
は
葉
酸
が
一
番
 

 　
坂
戸
市
は
、
「
お
い
で
お

い
で
健
康
づ
く
り
計
画
」
の

一
環
と
し
て
、
葉
酸
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
葉
酸
は
、
脳
血
栓
や
認

知
症
の
リ
ス
ク
低
減
に
効
果

が
あ
る
と
市
内
の
女
子
栄
養

大
学
の
研
究
成
果
を
市
の
施

策
と
し
て
取
り
入
れ
た
も
の

で
す
。
市
は
、
葉
酸
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
地
元

大
学
や
地
元
産
業
と
連
携
。

葉
酸
を
多
く
摂
取
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
開
発
や
健
康
に
配
慮

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

店
舗
を
巻
き
込
ん
で
、
市
ぐ

る
み
で
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
 

（
柘
植
　
満
）
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こ
の
日
の
大
口
町
産
の
食

材
は
、
白
菜
と
大
根
（
葉
っ

ぱ
も
）
と
の
こ
と
。
 

　
ほ
ん
の
り
甘
口
の
鯖
の
味

噌
煮
は
絶
品
で
、
お
か
わ
り

を
す
る
子
も
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
 

　
感
心
し
た
の
は
箸
の
使
い

方
。
も
ち
ろ
ん
魚
の
煮
付
け

な
の
で
少
し
は
骨
が
残
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
上
手
に
取

り
除
い
て
、
「
い
く
つ
い
く

つ
骨
が
あ
っ
た
よ
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
私
が
お
じ
ゃ
ま
し
た
「
ぞ

う
組
（
年
長
さ
ん
）
」
は
、

素
直
で
無
邪
気
で
元
気
が
い

っ
ぱ
い
。
溢
れ
る
笑
顔
に
包

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
お
話

を
し
な
が
ら
の
給
食
は
と
て

も
お
い
し
く
、
幸
せ
な
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
　
　
　
（
岡
　
孝
夫
） 

たくさん食べて大きくなあれ！（中保育園　ぞう組） 

この日のメニューは、ご飯、鯖の味噌煮、千草
和え、麩のすまし汁、そしてデザートはみんな
が大好きなイチゴ～。 

　2月21日、中保育園で給食試食会が行われ、
文教福祉常任委員と町長以下、町関係者が参加
しました。 

　
議
会
基
本
条
例
策
定
特
別

委
員
会
は
、
3
月
２８
日
「
矢

戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

と
「
町
民
活
動
ま
か
せ
て
ネ

ッ
ト
」
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
議
会
報
告
会
を

開
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
「
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
、
議
会
基
本
条
例

を
策
定
し
て
ほ
し
い
」
、
「
若

い
人
が
や
り
が
い
の
持
て
る

議
員
報
酬
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
う
し

た
意
見
を
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
で
解
決
し
て
い
く
の
か
が

課
題
と
な
り
ま
す
。
 

　
委
員
会
は
、
条
例
を
つ
く

る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
、
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
団
体
と
意
見
交
換
し
て

い
く
こ
と
で
、
よ
り
身
近
な

議
会
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
 

（
吉
田
　
正
）
 

議会報告会の様子（健康文化センター） 

あ
ふ
 

議
会
報
告
会
を
開
く
〈
議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会
〉
 

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 
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素直・無邪気・元気・笑い 
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3 月
定
例
会
 N
o.1
9
8

平
成
2
6
年
5
月
1
日
 

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
6月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 丹

羽

　

勉

 
 

伊

藤

　

浩

 

丹

羽

　

孝

 

江
幡
満
世
志 

前

田

新

生

 

岡

　

孝

夫

 

土

田

　

進

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/gikai/kaigiroku.html

6月 4日（水） 提案説明 
6月 9日（月） 質疑・委員会付託 
6月11日（水） 総務建設常任委員会 
6月12日（木） 文教福祉常任委員会 
6月16日（月） 一般質問 
6月17日（火） 一般質問 
6月18日（水） 一般質問 
6月20日（金） 討論・採決 

表紙の写真 
思い出がいっぱいつまった保

育園とも今日でお別れです。

なみだの卒園式。 

お父さん、お母さん、先生、 

3月28日　中保育園で 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

議
会
だ
よ
り
 

月曜日の午後が待ち遠しい 
多くの方と楽しい交流ができる 余野「和みの会」

の活動を紹介します。 

あなたも一度参加してみませんか。 

取材を終えて 
　卓球やカラオケなどを通して人と交流して
いる皆さんは、明るく生き生きとしてみえま
した。その光景を見て「人は多くの方に支え
られて生きているんだ」ということを再確認
させられました。　　　　　　　　（伊藤　浩） 

♪　「和みの会」を始めた動機とその名前の由
来は？ 
　高齢者同士や区民相互の意思の疎通が不十
分と感じ、1人でも多くの方が気楽に参加で
きるサークルを立ち上げました。 
　参加者がなごやかな輪（和）になることを
願って「和みの会」と名付けました。 
 
♪　活動内容と参加方法は？ 
　卓球とカラオケが中心で、メンバーがそろ
えば麻雀や囲碁もやっています。ちぎり絵教
室も始めました。余野区民であれば誰でも参
加できます。多くの方の参加をお待ちしてい
ます。 
 
♪　活動日と活動場所は？ 
　毎週月曜日の午後1時から4時まで、余野学
共で行っています。 
 
♪　参加人数と年齢層は？ 
　毎回15人前後の参加で、50歳代をはじめ、
高齢の方が多く、男女比はほぼ半々です。 
 
♪　町や議会への要望がありましたら？ 
　高齢の方や区民が楽しく交流できる場をも
っと多く提供してほしいです。また、財政的
な支援をいただけるとありがたいです。 

ちぎり絵の様子 

和みの会の皆さん 

なご 
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